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研究成果の概要（和文）： 
（１）錘状特異点を持つ漸近的双曲多様体に対するカスプからの逆散乱問題。 
（２） 正方格子上の離散シュレーディンガー作用素に対する一つの固定したエネルギーからの 
ポテンシャルの再構成ならびにレリッヒ型の一意性定理の離散問題への拡張。 
（３）境界の一部分における計測値から媒質内の熱伝導率の不連続性を決定する逆問題。不連続 
性が時間に依存しない場合と時間に依存する場合の双方に解決し、数値計算も行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
(1) The inverse scattering from cusp on asymptotically hyperbolic manifolds with conical 
singularities.   
(2) The reconstruction of the potential from the S-matrix of one fixed energy for the 
discrete Schroedinger operator on square lattice as well as the Rellich type uniqueness 
theorem.  
(3) The reconstruction of discontinuities of heat conductivity from the local boundary 
measurements, with numerical computation. 
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１．研究開始当初の背景 課題（１）、（２）
に関しては先行研究はほとんどなかった。
（１）については準備的考察を共同研究者と
ともに数年間行っていた。（２）については
基礎的研究を行っていた。（３）については
いくつかの先行研究があったが、それらとは
異なる方法を模索した。 
 
２．研究の目的 （１）は幾何学的観点から、
（２）は量子力学から、（３）は古典物理学
からの問題意識を発展させたものであり、波
動方程式、あるいはシュレーディンガー方程
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式の解の無限遠方での様子から多様体の幾
何学的情報や物理系の情報を導くものであ
る。これは数学・物理の基本問題であるのみ
ならず応用上も重要である。 
 
３．研究の方法 問題（１）、（２）は海外の
研究者との共同研究、（３）は海外と国内の研
究者との共同研究として行った。 Ｅ－ｍail 
によって常に連絡をとりつつ、年に１，２度
の国内招聘、相手国からの招聘、海外での研
究集会への共同参加等を通じて討論を行い、 
成果をまとめた。 
 
４．研究成果 錘状特異点を持つ漸近的双曲
多様体に対してカスプからの逆散乱問題を考
察し２次元の場合に完全な解決を得た。高次
元の場合にも問題解決の見通しを得た。カス
プでない場合のスペクトル・逆問題に関して
論文“Introduction to spectral theory and 
inverse problem on asymptotically 
hyperbolic manifolds(255 ページ)を完成し
た。 
正方格子上の離散シュレーディンガー作用
素に対して一つの固定したエネルギーからポ
テンシャルを再構成できることを証明した。
同時にレリッヒ型の一意性定理を離散問題に
拡張した。 
境界の一部分における計測値から媒質内の
熱伝導率の不連続性を決定する問題を、不連
続性が時間に依存しない場合と時間に依存す
る場合の双方に解決した。数値計算も行い、
robust な計算方法であることを立証した。 
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